
ペルフルオロ（オクタンー1－スルホン酸）（別名PFOS）又はその塩  

など12物質の分解性、蓄積性及び人への長期毒性等について   

本年5月に開催されたストックホルム条約第4回締約国会議において、新たに附属書  

に追加されることになった以下の9種類の物質（12物質）については、有害性有機汚  

染物質検討委員会により、難分解性、生物蓄積性、毒性及び長距離移動性を有する残留  

性有機汚染物質としての要件を満たすことが、既に科学的に評価されている。   

これらの12物質は、別添のとおり、化書法の第一種特定化学物質と同様に、分解  

性、蓄積性及び人等への毒性を含む性状を有することから、本年6月26日に、化学物  

質審議会審査部会及び中央環境審議会環境保健部会化学物質審査小委員会において、7  

月23日に薬事・食品衛生審議会薬事分科会化学物質安全対策部会において、化審法案  

2条第2項による第一種特定化学物質として指定することが適当であるとの結論が得  

られている。  

POPs条約への新規追加に伴い化書法第一種特定化学物質へ指定を行う物邑  

No．   化学物質名   CAS番号   化書法官報  
公示整理番号   

1763－23－1  2－1595  

2795－39－3－  2－2810  

4021－4フ」0－  

l  ペルフルオロ（オクタンー1－スルホン酸）（別名PFOS）又はその塩  29457－72－5＊  

■  2908ト56－9■  

70225－14－8＊  

56773－42－3－  

251099－16－8■   

2  ペルフルオロ（オクタンー1－スルホニル）＝フルオリド（別名PFOSF）   
307－35－7   2－2803   

3  ペンタクロロベンゼン   
608－93－5   3－76   

4  r－1．c－乙f－3，C－4．f－5，f－6－ヘキサクロロシクロヘキサン  319－84－6   3－2250  

（別名α－ヘキサクロロシクロヘキサン）  9－1652   

5  ′－1，f－2，C－3，r－4．c－5，f－6－ヘキサクロロシクロヘキサン  319－85－7   3－2250  
（別名β－ヘキサクロロシクロヘキサン）  9－1652   

6  r－1，C－2，キー3．c－4，C－5．f－6－ヘキサクロロシクロヘキサン  58－89－9   3－2250  
（別名γ一ヘキサクロロシクロヘキサン又はリンデン）  9－1652   

7  デカクロロペンタシクロ〔5．3．0．02・6．03－9．04・8］デカンー5－オン  143－50－0  

（別名クロルデコン）   

8  ヘキサブロモビフェニル   
36355－01－8  

9  テトラブロモ（フエノキシベンゼン）（別名テトラブロモジフェニルエーテル）  40088－4ト9＊＊   
3－61   

10  ペンタブロモ（フエノキシベンゼン）（別名ペンタブロモジフェニルエーテル）  32534－8ト9‥  

皿  ヘキサブロモ（フエノキシベンゼン）（別名ヘキサブロモジフェニルエーテル）  68631－49－2＝事  
3－2845   

207122－15－4＝♯  

12  ヘブタプロモ（フエノキシベンゼン）（別名ヘブタブロモジフェニルエーテル）  446255－22－7＝＊  3－3716‥■書   

207122－16－5●＝  

■ベルフルオロオクタンスルホン醒塩の例  

‥商業用ペンタブロモジフエニルエーテルに含まれる代表的な異性体  

‥1商業用オクタブロモジフユニルエーテルに含まれる代表的な異性体  

…●ジフエニル＝エーテルの臭素化物（Br＝7－9）として   





ペルフルオロオクタンスルホン酸の危険性の概要  

4．5mg／kg／dayで全数死亡、   10dNOEC＝0．049lmg／L（成長・生存）   

での嫌気的生分解試験では、分解の  ・丸ハゼ：BCF＝約2400（全魚体）   0．5mg／kg／dayで胃腸に対する毒性   

兆候はまったく示されなかった。  ・ブルーキ◆ルサンフィッシュ：BCFk＝2796  （カリウム塩）  

※上記の値は、POPs条約付属書Dの  

【光分解性】  基準値（BCF＜5000）以下であるが、   ラット（経口90日）：18mg／kg／dayで全   

・直接または間接光分解の証拠は見ら  PFOSの物性の一つである非脂肪組  致死亡、6mg／kg／dayで半数死亡、   

れなかった（EPA OPPTS フ○ロトコル  織中の蛋白質親和性を考慮すると、  2mg／kg／dayで体重及び臓器重量変化   
835．5270）。   脂溶性物質を対象に設定されている  （カリウム塩）  

・250cにおける間接光分解の半減期は  BCF基準値のPFOSへの適用は不   

3．7年以上と算出された。   適切な可能性がある。   カニクイサル（26週）：LO巨L  

0．03mg／kg／day  

【加水分解性】   【BMF（経口的生物濃縮係数）】   主な毒性は、胸腺萎縮（♀）、HDL、コレ  

・分解はまったく示されなかった（EPA  ・ミンク：BMF＝22（魚中の濃度から推計）  ステロール、T3低下  

OPPTSプロトコル835．2210）   ・ホッキョクク■マ：BMF＞160（ホッキョクアサうシ   

・半減期は41年以上とされた。  中の濃度から推計）  ラット（混餌2年）：0，06（♂）、  

0．07mg／kg／day（♀）で肝細胞の病理組  

織的変化  

※PFOSFは水中で速やかに加水分解  

【発生毒性】  

得られている。   低位種においてもPFOSが検出。ま  

た、ワシなど捕食生物種は、低位にあ  NOAEL：0．1mg／kg／day  

る鳥類よりも高濃度のPFOSを蓄積  

することが認められている。このこと  

は、PFOSの残留性と長期蓄積性に  
よるものである。   

ラット（♀）：妊娠17－20日目の  

25mg／kgで全児死亡  



・PFOSは疎水性・疎油性であるため  

POPsに特有な脂肪組織に蓄積する  
という典型的パターンに該当しない。  

また、PFOSは物理化学的特性が特  

異なため、生物蓄積のメカニス●ムは他の  

POPsと異なる。  

※第一種特定化学物質の名称（予定）：「ペルフルオロ（オクタンー1－スルホン酸）（別名PFOS）又はその塩」   



ペンタクロロベンゼンの危険性の概要  

OECDTG30l■c）  

NOEL：18．2mg／kg／day（♀）  42dEClO＝0．002mg／L（成長）  

【光分解性】   【BCF（経脆的生物濃縮係数）】   LOEL：8．3mg／kg／day（♂）   タイワンガザミPo〟∽〟叩e励〟∫ 
大気中で、主としてOHラゾ加レとの反応  ・魚：BCF＝1085－23000   8．3mg／kg／day以上（♂）で腎重量増   40dEClO＝0．014mg／L（成長）   
により光酸化される。日光照射下の表  ・軟体動物：BCF＝833－4300   加、腎硝子滴   

層水での分解は早く、4時間で41％が  37．5mg／kg／day以上（♀）で肝重量増加  

消失。  及び肝細胞肥大  

81．1mg／kg／day（♂）及び  

【半減期】  78．7mg／kg／day（♀）でヘモグロビン減  

・大気中：推定値は45－467日。OHラゾ  少、白血球増加等  

加レとの反応による半減期の計算値は  

277日。モデルデータに基づく半減期は  ［ラット混餌：13週］（NTP）  

65日。分解プロセスのみを考慮した場  NOEL：2．4mg／kg／day（♂）、  

合の推定半減期は155日  24mg／kg／day（♀）  

・水中：表層水中の推定半減期は194－  2，4mg／kg／day以上（♂）で絶対・相対肝  

1250日。更に深いところでの嫌気性  重量増加、2．4mg／kg／day以上（♀）で  

生分解による推定半減期は了76－  体重減少、7・2m写／kg／day以上（♂）で  

1380日。  組織学的所見を伴う腎重量増加、  

・土壌中：スハ○ィクした下水汚泥改良土壌  24mg／kg／day（♂）以上で精子異常、小  

中で半量は揮発により素早く消失し、  葉中心性肝細胞肥大、72mg／kg／day  

残り半量の半減期は187－1550日。好  （♀）で腎毒性  

気性のローム砂質土壌中の半減期は  

194－345日。湖水の砂状底質中で  【催奇形性】  

150日後に75％が分解し、これに続く  ラット：50mg／kg／dayの母体暴露で肋骨  

一次代謝物の半減期は50日。温帯  数過剰、胸骨異常の報告   

地域の有機土壌と底質中の推定半減  
期は6年。   

※第一種特定化学物質の名称（予定）：「ペンタクロロベンゼン」  



α－ヘキサクロロシクロヘキサンの危険性の概要  

【反復投与毒性】  

ラット（混餌107週）：NOAEL  

50mg／kg  

主な毒性は、100mg／kgで肝肥大及び  

肝細胞の病理組織学的変化、  

800mg／kgで成長遅延、死亡率増加及  

び腎障害   

ラット（混餌 90日）：NOAEL  

O．1mg／kg／day  

主な毒性は、0．5mg／kg／dayで肝重量  

増加及び白血球数減少、2．5mg／kg／day  

で肝実質細胞肥大等、12．5mg／kg／day  

で肝、心、腎及び副腎相対重量増加、  

成長遅延   

【発がん性】  

肝腫癌  

IARCグループ2B（possibly  

carcinogenictohuman）   

【その他】  

農薬、肥料のHCH暴露により、感覚異  

常、頭痛、倦怠、嘔吐、振戦等  

急性毒性試験において、背奪姿勢、呼  

吸困難、振戦、痘撃等神経症状  
マウス：0．5mg／kg／dayで血清中tgG、  

1gM減少  

【オクタノール／水分配係数】  

logKOW＝3．8   

【BCF（経鯉的生物濃縮係数）】  

・単細胞緑藻類：BCF＝200－2700（乾重   

量へ●tス）  

・鞭毛藻：BCF＝13000（脂質へ◆－ス）  

・無脊椎動物：BCF＝60（脂質へ’－ス   

8000ト2750  

・セ●フ●ラフイシュ：BCF＝1100（OECD TG   

305E）  

・ニゾマス：BCF＝1100－2800   

【BMF（経口的生物濃縮係数）】  

・動物プランクトン、ホッキョクダラ：BMFs＞1  

・海鳥（ヒメウミスス●メとハシ●ロウミハ◆トを除く）  

BMFs＜1（a［phaHCHは新陳代謝され   

るため）  

・ワモンアサうシ：BMF＝2．5（脂肪組織）  

・ホッキョククゾラ：BMF＝9．85  

・結論として、北極の生態系において、   

効果的な蓄積性が見られる。   

【FWMF（食物連鎖による経口的生物濃  

縮係数）】  

・FWMFs＞1（北極海の食物連鎖の研   

究）  

【生分解性】  

生分解は嫌気的条件で起こる。   

【光分解性】  

日光照射下での水溶液中の半減期は  

4－6 日。固い表面上では半減期は91  

時間。   

【加水分解性】  

・半減期は温度依存性を示し、PH8  
（200c）で0．8年。PH7．8（5Oc）で26   

年。北極海で63年   

【半減期】  

・水中：高緯度北極圏湖沼で0．6年－1．4   

年と推定。東部北極海ではエナンチオ選   
択性の分解により、（＋）異性体は5，9   
年、（－）異性体が23．1年。加水分解が   

考慮される場合は、（＋）異性体は5．4   
年、（－）異性体が16．9年。  

・土壌中：亜熱帯地域のインドの砂質ロー   

ムで55日。温帯地域では161日。カナ   

ダの砂質ロームでの長期フィールト●スタディ   

では15年後に4％が残留。高緯度北  極圏湖沼堆積物で2年と推定。  

c－2，トー3，C－4，仁一5，f－6－ヘキサクロロシクロヘキサン（別名アルファーヘキサクロワシクロヘキサン）」   ※第一種特定化苧物質の名称（予定）：「／－1．  



β－ヘキサクロロシクロヘキサンの危険性の概要  

ラット（混餌 52週）：LOAEL   ecノ侮化かb〟血ね：4－12週   

間試験NOEC＝0．032mg／L（組織学的  

【BCF（経角思的生物濃縮係数）】  肝肥大、肝細胞の組織学的変化、ほぼ   変化）。エストロゲン活性により、雄魚  

【半減期】  ゼブラフィシュ：BCF＝1460  全動物死亡  において、ビテロゲニン生成の変化、精   

・大気中二56日（計算値）  巣の萎縮、雌雄同体現象、下垂体の変   
【FWMF（食物連鎖による経口的生物濃   ラット（混餌13週）：NOAEL          ・水中：水及び底質中の半減期のデータ  質が起こった。  

はないものの、モニタリングに基づき残留  縮係数）】   0．1mg／kg／day   

ニワトリ：β一日CHを含む様々な有機塩        性があり、容易に分解しないと推定さ  ・FWMFs＞1（北極‡毎の食物連鎖の研  主な毒性は、0．1mg／kg／day以上で肝   

れる。   究）   臓影響、2．5mg／kg／day以上で胸腺重  素化合物に高濃度に曝露された雌が1   

・土壌中：亜熱帯地域のインドの砂質ロー  ・FWMF＝7．2（高塩素処理されたPCBに  量減少、精巣萎縮、卵巣萎縮等、   回目及び2回目に産卵した雛鳥の身体   

ムで100及び184日。温帯地域では  相当）   12．5mg／kg／dayで死亡（運動失調、昏  状況が劣っていた。   

嫌気性条件下で分解せず。カナダの砂  

質ロームでの長期フィールドスタディでは15  

年後に44％が残留。日本の農地での  【発がん性】  

長期フィールト●スタディでは570日後に   マウス（26週）：34mg／kg／dayで肝腫癌   

30％が残留。   ・カタツムリに高い蓄積性が見られ、その  

捕食者（小さいシラサキ●など）のBMFは  

1を超える。  

・ロシアのチュコト半島の先住民の母乳含ま  

れるbetaHCHのレヘ●ルが高い。   【生殖毒性】  

ラット（2世代繁殖試験）：NOAEL  

0．1mg／kg／day  

死亡率増加、不妊  

ラット：20mg／kg／dayを母胎投与で児死  

亡率増加  

ミンク等で性周期かく乱、生殖器萎縮  

等の報告  



【その他】  

農薬、肥料のHCH暴露により、感覚異  

常、頭痛、倦怠、嘔吐、振戦等  

急性毒性試験において、背奪姿勢、呼  

吸困難、振戟、疫撃等神経症状  
マウス（経口 30日）：60mg／kg／dayで  

リンパ球増殖、NK活性減少  

※第一種特定化学物質の名称（予定）＝「′－1，卜2，C－3，卜4，C－5，f－6－ヘキサクロロシクロヘキサン（別名ベーターヘキサクロロシクロヘキサン）」  

～，   



リンデンの危険性の概要  

条件下ではより速く分解が進行。  （Berny）。BCF＝43－4220（湿重量へ’－  水生無脊椎動物＝NOAEC＝0．054mg／L  
ス）。BCF＝11，000、1200－2100（脂質  （生殖能低下）  

【光分解性】  へ●－ス）  【生殖毒性】   

光に対しては安定。  暮エビ：logBCF＝2‖26（脂質ヘーース）。ニi／’マス：  ウサギ（3日／週で12週）：  カエル：0．0001mg／Lで統計学的に有  

ogBCF＝3．85（脂質へ●－ス）。動物ブランクト  0．8mg／kg／dayで排卵率低下   意な性比影響（71％雄）、エストロゲン活  

【加水分解性】  ン：logBCF＝4．3。無脊椎生物の平均  ラット（5日）：6mg／kg／day（♂）で精子数  性の誘導、精子のプロゲステロン応答   

・半減期は92－3090時間。PH5、PH7  logBCF＝2．28。脊椎生物の平均iog  減少   性変化。試験管内試験において、ビテ   

において安定であり半減期は 732  BCF＝2．87  ラット（90日）：75mg／kg／day（♂）で性器  ロゲニン及びエストロゲン受容体の発   

日。PH9における半減期は43－182  萎縮、精子形成能かく乱   現誘導。  

【BAF（経鯉及び経口による生物濃縮  

年。PH7．6（50c）のヒューロン湖で42年。  係数）】   無脊椎動物：35日間試験   

pH8（00c）の北極で110年など様々  ・ニゾマス：logBAF＝4．1   度低下   LOAEL＝0．0135mg／L（生殖能及び個体   

な推定値・算出値が報告されている。  ・無脊椎生物の平均logBAF＝2月4。  マウス（妊娠12日単回）：30  数への影響）   

・脊椎生物の平均logBAF＝3，80。肉部  

【半減期】  分で780、内臓部分で2500、全魚体  ニワトリ及びニホンウズラ：それぞれ   

・大気中：OHラゾ加レとの気相反応の速  で1400という報告がある。  ラット（生殖試験：12週暴露）：1．7uMで  100及び25ppmで膵化率低下。   

度定数に基づく推定値は2－3 日。対  成長速度低下、精子数減少、テストス   

・海洋晴乳類のリンデンの濃度は、より疎            流圏での寿命は7 日と推定。熱帯地   テロン濃度低下  

域での対流圏寿命は13 日と推定。  水性のPCBやDDTと同等か又はよ   
BrubakerandHitesは大気中での寿  

命を96日と推定。   【発がん性】  

・水中：河水では30－300 日。湖水では  「発がん性を示す科学的根拠が示唆さ   

3－30日。  れるが、潜在的人発がん性を評価する   

・土壌中：2－3年。  には科学的根拠が不十分な物質」に分  

類（USEPA）  





クロルデコンの危険性の概要  

解するとは予測されな  

【BCF（経鯉的生物濃縮係数）】  重篤な糸球体硬化）  21dNOEC＝0．025mg／L（成長）   
・藻類：BCF＝6000  ミシッドシュリンプパ爪e〃b∂m作′k  

【光分解性】  ・無脊椎生物：BCF＝21600   ラット（経口21ケ月）：LOAEL   bahb：28dMATC＝0000026－000034   
大気中で直接的光分解を受けることは  0・07mg／kg／day   mg／L（成長）  
考えられないと結論している。   肝細胞の病理組織学的変化、甲状腺  ユスリカ Cんわ〃0仰〟∫ね〃ね〃ざ：   

【BMF（経口的生物濃縮係数）＿】  ろ胞サイズ、コロイド含量低下、甲状腺  
・ほとんど又は全く代謝浄化せず、水生  

の食物連鎖において生物濃縮の可能  

と考えられる。   性がある。  ラット（経口3ケ月）：LOAEL  

・食物連鎖の研究において、藻からカキ  

への移動は非常に低かったが、エビか  
らアミ、アミからスポットへの明白な栄養段  

階を通じた移動があることが示され  

た。  【生殖毒性】  

ラット（3ケ月）：NOAELO．25mg／kg／day  

精巣萎縮  

ラット（90日）：LOAELO．83mg／kg／dayで  

精子の運動性せ存率低下、精子数減  
少、1．67mg／kg／dayで性嚢、前立腺重  

量低下  

マウス（160日）：LOAEL2mg／kg／day  

で排卵停止、月窒発情持続、ラット妊娠  

14－20日に母体経由で15mg／kg／day  

投与した雌児動物においても同様の報  
上ヒ．  



【催奇形性】  

ラット（経口）：LOAEL2mg／kg／dayで  

胎児体重低下、骨化度低下、  

10mg／kg／dayで脳水腫、停留精巣、腎  

孟肥大、脳室肥大   

【発がん性】  

ラット（80週）：LOAELl．2mg／kg／day  

肝細胞腺がん  

IARCグループ2B（possibLy  

carcinogenictohuman）   

【その他】  

職業ばく露で振戦、情緒不安定、視力  

障害、筋力低下、歩行運動失調等、  

実験動物で、牌臓、胸腺重量、好中球  

数、NK活性低下、  
EU－StrategyforEndocrineDisruptors  

優先化学物質（無処置動物の少なくと  

も一種類において内分泌かく乱活性を  

示す科学的根拠がある）に分類  

3．0．02・6．03・9．04・8］デカンー5－オン（別名クロルデコン）」   「デカクロロペンタシクロ［5，  ※第一種特定化学物質の名称（予定）  



ヘキサブロモビフェニルの危険性の概要  

（OECDTG301C）  α7CO／れのC力〟ざ爪〆血ぶ：ELS  

血清中T4濃度低下  試験LD50＝3．910mg／kg   

【光分解性】   ・ファットヘッドミノーの身：BCF＝10000  

ラット（混餌30日）：LOAEL    大気中における分解及び変化は、OH  ・コイ：BCF＝4700－16000（重量へ●－ス。60   

ラシ●ヵルによる光酸化と光分解である。  0．05mg／kg／day  

OHラゾカルとの反応による推定半減期  甲状腺ろ胞数・ろ胞容積増加、血清中  

は182日。  【BMF（経口的生物濃縮係数）】  丁3、T4濃度低下  

・餌（ニシン）と捕食者（ハ■ルトアサうシ）を較  

【半減期】   ベた食物連鎖二BMF＝175（脂質へ■－ス）     アカゲザル（混餌25～50週）：LOAE」   

・水中：2カ月を超える   （PCBと同レヘ■ルの値）   0．73mg／kg／day   

・土壌及び底質中：6ケ月を超える●   ・ホッキ］クク■マ中の濃度がグリーンランド東部  

のワモンアサうシの約100倍   炎、脱毛、肝臓の変化等  

【発がん性】  

マウス（妊娠0日～生後56日）：  

NOAELO．15mg／kg／day  

児の肝細胞腺がん及び胆管がん  

IARCグループ2B（possibly  
carcinogenictohuman）  

【生殖毒性】  

ラット（妊娠0日～14日）  

28．6mg／kg／dayで未着床、新生児生存  

率低値  

アカゲザル：LOAELO．012mg／kg／day  

主な毒性は、月経周期遅延、流産、死  

産専  



【その他】  

汚染事故で吐き気、腹痛、食欲減退、  

関節痛、倦怠感、皮膚障害、  

EU－StrategyforEndocrineDisruptors  

優先化学物質（無処置動物の少なくと  

も一種類において内分泌かく乱活性を  

示す科学的根拠がある）に分類  

※第一種特定化学物質の名称（予定）：「ヘキサブロモビフェニル」   



商業用ペンタブロモジフェニルエーテルの危険性の概要  

主な毒性は、肝臓肥大等（DE71）  

【BAF（経鰹及び経口による生物濃縮  

301BでCO2発生なし）  係数）】  【生殖毒性】  

ゼブラがイ：BAF＝1．8  ラット（妊娠♀単回）：0．06mg／kgで児に  

【半減期】  自発行動変化（多動性）  

・大気中：1卜19日（EPI〉ⅥN）  【BMF（経口的生物濃縮係数）】   0．3mg／kgで児に精巣体積・精子数の低   

・水中： ・ウミハート／ニシン：BMFニ17  値（BDE99）  

・土壌中二半減期150日（EP川ⅥN）  リ＼イイロアサうシ／ニシン：BMF＝4．3  

・好気性底質中：600日（EPⅣJIN）  ・サケ／ニシン：BMF＝3．8  【催奇形性】  

・動物プランクトン／底生生物：BMF＝7．1  ラット（妊娠6日単回）：0．3mg／kgでばく  

－1970年代初期にヨ一口ツハ○の海洋の底      ・ホッキョクダラ／動物プランクトン：BMF＝0．04－     霞の母動物（Fl）2個体から得られた   

質に沈降したPentaBDE同属体が現  3．4   F2児で、外観・骨格異常   

在も相当量存在しており、底質中での  （BDE99）  

残留性が高いことが示されている。   tホッキ］クゲマ／ワモンアサ◆ラシ：BMF＝0．3－11  

・多数の調査から、上位捕食者におい  

て懸念される濃度のPentaBDEが存  

在することが示されている。北極圏で  

は、ワシカモメ、ホッキョクゲマ、ワモンアサうシ」シ  

ロイルカなどの上位捕食鳥類および哺  

乳類中から高レヘ◆ルのPentaBDEが検  

出されている  

■土壌又は底質中のPentaBDEは、容  

易に食物連鎖に取り込まれ、人など  
食物連鎖上イ立者の脂肪組織中に生  

物濃縮する。  

※第一種特定化学物質の名称（予定）：「テトラブロモ（フエノキシベンゼン）（別名テトラブロモジフェニルエーテル）」及び「ペンタブロモ（フエノキシベンゼン）（別名ペ  

ンタブロモジフエニルエーテル）」   



商業用オクタブロモジフェニルエーテルの危険性の概要  

アメリカチョウゲンボウ′盲加平∂／γe血ノ∫  

：18．7JJgPBDEs／egg及び15．6±0．3  

ngpBDEs／gbw／dayで29日間曝露した  

雛鳥において、PHA応答（T細胞媒介性  

免疫）が増大し、抗体媒介性反応が減  

少した。牌臓（胚中心の減少）、滑液嚢  

（アポトーシスの減少）、胸腺（マクロ  

ファージの増大）に構造的変化あり。  

牌臓の体細胞指標とPBDEs聞及び滑  

液嚢の体細胞指標とBDト47間に負の  

相関性あり。  

【BCF（経鯉的生物濃縮係数）】  

・コイ：（HexaBDPE）BCF＝2580－5640  

・コイ：（HeptaBDE）BCF＜l．卜3．8  

・コイ：（OctaBDE）BCF＜9．5  

・コイ：（c－OctaBDE）BCF）＜10－36   

【BMF（経口的生物濃縮係数）】  

・飼育中のタイセイヨウサケの餌に含まれる  

HeptaBDE183をモニターした結果、95％  

がサケに蓄積。   

【BSAF（生物相一底質濃縮係数）】  

・2種の淡水魚：（HexaBDE）BSAF＝1，  

（HeptaBDE）BSAF＝2  

・（BDE154）BSAF＝9．1±1．1  

【反復投与毒性】  

ラット（28日）：10mg／kg／dayでT4濃度  

減少（octa－BDE：30．7％，hepta－  

BDE：45．1％，）   

【催奇形性・発生毒性】  

ウサギ（経口 妊娠7～19日）：  

5mg／kg／dayで胎児毒性、  

15mg／kg／dayで児の肝重量増加、体重  

増加量減少、骨形成遅延   

マウス（生後10日目単回）：0．45mg／kg  

で2、4及び6月齢での異常行動並び  
に成長後の空間認識能・記憶の影響  

（BDE153）  

【生分解性】  

分解せず（OECDTG301D）   

【半減期】  

・大気中：（Hexa－Nona BDE）30．4－161．0   

日（OHラゾ加レとの反応）（AOPWIN）  

※第一種特定化学物質の名称（予定）：「ヘキサブロモ（フエノキシベンゼン）（別名ヘキサブロモジフエニルエーテル）」及び「ヘブタブロモ（フエノキシベンゼン）（別名  

ヘブタブロモジフエニルエーテル）」   




